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論 文 内 容 の 要 旨 

本論文は，今後発生が予想されている巨大地震にも対応可能な海岸堤防として，堤防内に二重鋼矢

板壁を設置した構造を提案した。実験・解析的な取り組みにより，巨大地震が発生しても堤防の損傷

を最小限に留め，津波に対しても堤防機能を十分に発揮しうる構造であることを確認した。 

二重鋼矢板壁を設置した海岸堤防を対象に，巨大地震下における性能の確認，および評価手法確立

に資する数値解析に必要な計測データ取得を目的に，重力場における振動台模型実験を実施した。そ

の結果，従来までは想定されていなかったような大きな加速度振幅，長い継続時間，同一地震動で複

数の高い加速度振幅を有する連動型地震であっても，鋼矢板はほとんど沈下せず天端高さを確保し，

また鋼矢板で締め切られた内部の地盤沈下を半分程度にまで抑制することを確認した。また，２次元

有効応力解析ツールを用いて数値解析を実施した。その結果，無対策の堤防の被災挙動や二重鋼矢板

壁による変形・沈下抑制効果を定量的に再現できた。隔壁を併用した二重鋼矢板壁構造については，

鋼矢板が立体的に組み合わさった構造であるものの，対象とした寸法諸元であれば２次元に平均化し

た断面を仮定することで評価可能であることを確認した。これにより実務設計を行うにあたり必要な

基盤技術を整備できたといえる。さらに，加速度振幅が大きいほど・継続時間が長いほど・連動型で

あるほど，無対策の堤防の被災は増大する一方，二重鋼矢板壁を設置した堤防では被災程度が進行し

ないことを見出した。 

 

論文審査結果の要旨 

能島暢呂，八嶋 厚，および沢田和秀で構成する学位論文審査委員会は，本論文ならびに論文別刷

等を慎重に検討した。本論文は学位論文として十分完成した内容を有していること，提出された学位

論文および発表論文は，申請者により書かれていることを確認した。また，本論文の主要部分は既に

査読付き論文として発表されていること，論文および国際会議における発表が６件あることを認めた。

以上により，論文審査の結果，合格と判定した。 

 

最終試験結果の要旨 

 平成 29年 2月 6 日に最終試験（公聴会）を開催した。本論文の内容について，聴衆にわかりやすく

説明するとともに，質問に対しても適切に受け答えした。研究結果を取りまとめて発表する能力，ま

た質疑応答を自らリードし，第三者に研究内容の理解を深化させる能力を確認した。以上より，最終

試験に合格と判定した。 
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